
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

ＩＴスペシャリストによる働き方改革

・訓練を実施したことで、ＩＴスキルの向上した労働者が育成され、その労働者は自社の労務管理上の問題
点からどのようなＩＴ機器を導入すべきかを提案してくれた。

・提案されたＩＴ機器を導入したところ※、自社の問題を見事に解決し、労働者の生産性が向上するととも
に、労働時間が削減されたことから36協定の上限を引き下げた※。

自社の労務管理機器や設備などのＩＴ化を推し進めたいが、自社の中でＩＴに関するスキルやノウハウを有する労働者がいな
いことから、ＩＴ化に二の足を踏んでいる状況であった。

全業種向け

業種：製造業 従業員数：40名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！

そのほかの事例紹介、働き方改革の活用方法等については、
「愛知県働き方改革推進支援センター（平成30年度実施機関：愛知県社会保険労務士会）」で相談を受け付けています。

■ 本 部：名古屋市熱田区三本松町３－１ ☎０１２０－８６８６０４
hatarakikata@aichi-sr.com

■ 豊橋出張所：豊橋市花田町字石塚４２－１（豊橋商工会議所内） ☎０８００－２００－５２６２
hatarakikatatoyo@aichi-sr.com

✉

✉

～時短・生産性を向上させる工夫～
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外部機関を利用し、管理部門や労務担当者に対する
ＩＴリテラシーに関する職業訓練を実施！

そうなんだよ。どの企業の製品にも魅力を感じる
んだけど、どれを選べばいいかわからないんだ。
それに、導入したはいいけど、うまく使いこなせ
ないんじゃなかという心配もある。

ＩＴを活用した働き方改革を進める上で、特に経
営者や人事部をはじめとする管理部門の人たちは、
高いＩＴリテラシー◇を持つことが必須です。
ＩＴ化を図るのに併せ、ＩＴのスペシャリストを
育成しましょう！！

※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」
「36協定上限引下げ★＋設備投資★★＝★★★」に該当

この前「働き方改革」と題し
た企業展示会に行ったんだけ
ど、どこの企業もＩＴを活用
した生産性の向上をアピール
していたな。

ＩＴ化といっても、事務
処理の効率化であったり、
採用や人事管理にRPA■

を活用しようというもの
であったり、千差万別で
すよね。

ＩＴ機器を導入しても、急に生産性が
上がったり残業時間が減ったりするほ
ど単純なものではありませんからね。

【職業訓練経費や訓練期間中の賃金の一部を助成】
○人材開発支援助成金
＜特定訓練コース（事業外訓練）＞
賃金助成３８０～９６０円／時間
経費助成 最大 60％

＜一般訓練コース（事業外訓練） ＞
賃金助成３８０～４８０円／時間
経費助成 最大 45％

◆助成金には生産性要件等、一定の要件があります。
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助成金を活用し、労務管理担当者をＩＴスペシャリス
トへと育成しました。
すると、その担当者は当社の問題点とそれを解決する
ための最善のＩＴ機器を提案し、それを導入すること
によって、労働生産性が飛躍的に向上しました。
保守についてもその担当者に管理してもらっています。

■：「Robotic Process Automation」の略。設定した処理内容（シナリオ）に従って定型業務を自動処理し、業務生産性を高める仕組みのこと。
◇：ＩＴをうまく利用する能力。様々なアプリケーションソフトを使いこなし効率的に業務を行うなど、ＩＴに関して広い意味での利用能力のこと。

https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/_120129/_120163/_120173.html

